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拝啓  日頃よりユニシス研究会活動に対し、種々ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

過日、『2014年度 研究活動メンバー募集のご案内』を、本部事務局よりご案内申し上げました。(全16テーマ) 

関西支部では、会員企業様や研究活動にご参加頂ける皆様のご意向をより反映させることを目的と致しまして、 
『分野別エントリー方式』を採用し、メンバー募集を開始しました。 
 
この『分野別エントリー方式』とは、研究対象を分野別にカテゴリ分けし、それぞれご希望されるカテゴリ(Ａ～Ｅブロック) 
を選んでお申し込みを行って頂く方式です。 
従いまして、研究テーマは参加メンバー皆様がお話合いのうえで設定して頂きます。 
本方式の採用につきましては、これまで研究活動に参加して頂いた皆様や会員企業様からのお声を反映して、ご案内を 
申し上げております。ご理解ご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。 
 
今年度は、5月27日（火）の『関西支部発足式』を皮切りに、翌年3月6日（金）開催予定の『研究活動発表会』まで 

約9ヶ月間に亘って活動して頂きます。研究成果はこの発表会の場で発表して頂きますが、特に優れたグループには翌

年度のBITS全国カンファレンスでも発表を行って頂く予定です。 

また、更に優れたグループの中から当研究会で最も栄誉ある「エッカート賞」候補として推薦させて頂きます。 

 

 ユニシス研究会活動の柱である「研究活動」は、企業の業種・業態の枠を越えた人材交流と育成の場として、また将来 

に向けたビジネスヒントを創出する機会としても、広くご活用を頂いております。 

関西支部研究活動にご参加を頂けます様、貴社からのお申し込みを心よりお待ち申し上げております。 
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（添付別紙） 

1.『2014年度 関西支部研究活動 募集要項』 

2.『参加申込書』 

3.『研究分野別カテゴリ表』 

 
 



2014年度 関西支部研究活動 募集要項 

 

１． 募集内容 

     

研究分野別に分けた５つのカテゴリ（Ａ～Ｅブロック）の中からお選びください。 

   （第一希望から第三希望まで受け付けます。別紙、研究分野別カテゴリ表も併せてご覧ください。） 

   研究テーマは、グループ編成後、皆様の話し合いによってお取り決め頂きます。 

    

【Ａブロック】「新技術の適用に関する研究」 

   （ご参考キーワード） 

スマートデバイス、ウェアラブルデバイス、ＳＮＳ、センサーデバイス、ビッグデータ、ＢＹＯＤ等 

【Bブロック】「新たな管理体制・手法の研究」 

  （ご参考キーワード） 

   品質管理、生産性向上、クラウド時代の運用、アプリケーシヨン保守、プロジェクトリスク管理等 

【Ｃブロック】「情報セキュリティに関する研究」 

  （ご参考キーワード） 

新たな時代のセキュリティ対策、企業情報の利便性と機密性、サイバーテロ等 

【Ｄブロック】「人材活用に関する研究」 

  （ご参考キーワード） 

ＩＴ技術者のスキル、若手ＩＴ技術者の育成、次世代へのスキルトランスファー、女性活躍推進・ダイバーシティ等 

【Ｅブロック】（テーマフリー） 

※本ブロックは研究分野を問わず、若手社員の方(新入社員～入社5年程度)を対象に受け付けます。 

  （ご参考キーワード） 

これからの社会の在り方、産学連携について、2020年東京オリンピックに向けて、ブラック企業等 
 

（注釈）ユニシス研究会本部事務局から既にご案内の募集内容とは異なりますのでご注意ください。 

 

 

２．参加資格 

ユニシス研究会会員企業。 （１企業から複数名の参加もお受けします。） 

３．参加費 

(1) 研究活動参加費として、参加人数に関わらず1会員あたり￥15,000を申し受けます。 
(2) 受付終了後、別途、『連絡責任者』様宛に上記金額をご請求させて頂きます。尚、請求先が連絡責任者と 
異なる場合は、お申込みの際に連絡欄へご記入をお願いします。 

(3) 研究活動のための会場費、交通費、宿泊などの経費は参加者の負担とさせて頂きます。 
 

４．グループ編成と研究テーマの決定 

(1) ブロック単位でエントリーを頂きました中でグループを編成させて頂きます。ただし応募状況によっては、 
ご希望の分野でグループ編成が成立せず、他の研究分野での研究活動をお願いすることがございます。 

予めご了承のうえご協力頂けますようお願い致します。 

(2) 研究テーマは、お集まり頂いたグループの皆様が討議して決定して頂きます。 
 

 

 

 

 

 



５．研究活動の運営について 

(1) 研究活動は各グループに参加頂くメンバーの自主運営となります。 
(2) 会場は日本ユニシスの施設をご利用頂くか、参加メンバーの会社施設のご利用をお願いします。 
後方支援として、日本ユニシスグループより選出したアドバイザが活動をサポートします。 

６．応募方法 

*インターネットからのお申し込みはこちらからお願いします。 

https://evesys.unisys.co.jp/public/seminar/view/2307 
 
*ＦＡＸでお申し込みの場合は、別紙『2014年度関西支部研究活動 参加申込書』に所要事項をご記入の上、 

     ご返信をお願いします。 

 

７．締め切り 

２０１４年５月２３日（金） 

 

８．お問合せ先 

〒５３０-６１１５ 大阪市北区中之島3－3－23  日本ユニシス㈱関西支社内 

ユニシス研究会事務局  担当：三瀬、山之内 

TEL：０６-７１７８-０１２２（直通） FAX：０６－６４４３－０６１５ 

E-Mail： juua-kansai-info@unisys.co.jp 

９．その他 
活動成果（研究活動報告書、プレゼン資料等）の著作権は著者に帰属致しますが、著者は、ユニシス研究会が主幹する

「機関誌など刊行物への掲載」や「WEB サイトへの掲載」など、研究活動成果配布に係わる一切の権利（個人名・会社
名・所属先の公開を含む）を、ユニシス研究会に無償で許諾するものとさせて頂きます。ご了承願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://evesys.unisys.co.jp/public/seminar/view/2307
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【 ２０１４年度年間スケジュール （概要） 】 

 

・活動期間中の会合スケジュールは、各グループで決定して頂きます。 

（グループにより差はありますが、目安として月１，２回程度の会合を実施していただきます。） 

 

■5/27(火) 13:30～： 「関西支部発足式」 於）日本ユニシス関西支社 

発足式の後には、各グループに分かれて第一回目の会合を実施します。 

第一回目会合では、メンバーの自己紹介と研究テーマの方向性や今後の進め方について討議して頂きます。 

また会合後には懇親会を開催予定です。詳細は応募受付終了後、別途、改めてご案内します。 

 

   ■6/27(金)午後： 「ファシリテーション勉強会」 於）日本ユニシス関西支社 

      グループで研究活動を進めていく上で必要なスキルやノウハウを習得して頂くことを目的に、関西支部で 

      開催致します。また終了後はグループ間交流の場として懇親会も予定しています。 

 

■9/5(金)～6(土)： 「サマースクール」 於）静岡県三島 東レ総合研修センター 

グループのリーダ・サブリーダを対象に参加頂き、中間報告を行って頂きます。 

サマースクールは活動途上での課題整理や、他グループとの交流を目的として開催しますが、それまでの 

中間報告を行ったうえで今後の方向性をしっかりと議論していただきます。  

（サマースクール参加費用は、ユニシス研究会で負担とさせていただきます。） 

 

   ■11月下旬  ： 「関西支部合同研修会」 於）日本ユニシス関西支社  

       関西支部のグループ全員に集まって頂き、当時点での活動状況や、成果物の取りまとめに向けた今後の 

       活動予定を、簡単なプレゼン形式で実施します。 

       関西支部のグループ間で、研究活動の進捗確認や情報、課題を共有します。 

 

■2015年1月下旬： 「研究活動報告書」提出 

報告書は、運営委員の皆様により汎用性・手法・表現力・構成などを考慮し、査読審査をさせていただきます。 

 

■2/25(水)予定： 「関西支部発表会」 於）日本ユニシス関西支社  

全国発表会に備え、リハーサルを兼ねて関西支部にて各グループの研究成果を発表いただきます。 

発表会終了後、懇親会を予定しております。 

 

■3/6(金)予定： 「研究活動発表会」： 於）東京有明ワシントンホテル 

    全国から全グループのリーダ・サブリーダに集まって頂き、研究活動の成果を発表して頂きます。 

    また発表会終了後、懇親会場にて受賞グループの発表と表彰式をあわせて実施します。 

 

 
以上 


